
第37回厚木稲三会（早慶戦）懇親ゴルフ

        朝の集合写真朝の集合写真朝の集合写真朝の集合写真

　　　個人戦優勝の渡辺さん個人戦優勝の渡辺さん個人戦優勝の渡辺さん個人戦優勝の渡辺さん 　　　お骨折りの　　　お骨折りの　　　お骨折りの　　　お骨折りの3333幹事さん幹事さん幹事さん幹事さん 競技終了後の懇談競技終了後の懇談競技終了後の懇談競技終了後の懇談

　第37回稲三会ゴルフコンペが５月１８日（水）に大厚木ゴルフカントリークラブ桜コースにて晴天のもと　第37回稲三会ゴルフコンペが５月１８日（水）に大厚木ゴルフカントリークラブ桜コースにて晴天のもと　第37回稲三会ゴルフコンペが５月１８日（水）に大厚木ゴルフカントリークラブ桜コースにて晴天のもと　第37回稲三会ゴルフコンペが５月１８日（水）に大厚木ゴルフカントリークラブ桜コースにて晴天のもと

おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　

グロススコアー上位者がトップになるという傾向を避けようと今回は隠しホールが９個の「新新ペリア」グロススコアー上位者がトップになるという傾向を避けようと今回は隠しホールが９個の「新新ペリア」グロススコアー上位者がトップになるという傾向を避けようと今回は隠しホールが９個の「新新ペリア」グロススコアー上位者がトップになるという傾向を避けようと今回は隠しホールが９個の「新新ペリア」

を採用した。　参加者全員の平均ネットスコアーでの団体戦は「１．６ポイント」の僅差で慶応厚木三田を採用した。　参加者全員の平均ネットスコアーでの団体戦は「１．６ポイント」の僅差で慶応厚木三田を採用した。　参加者全員の平均ネットスコアーでの団体戦は「１．６ポイント」の僅差で慶応厚木三田を採用した。　参加者全員の平均ネットスコアーでの団体戦は「１．６ポイント」の僅差で慶応厚木三田

会の勝利で、稲門会は昨秋に続き連敗となった。会の勝利で、稲門会は昨秋に続き連敗となった。会の勝利で、稲門会は昨秋に続き連敗となった。会の勝利で、稲門会は昨秋に続き連敗となった。

　個人戦ではやはり優勝は渡辺忠義氏（W)、グロス：76、ネット：72.8という見事なスコアーであった。　　個人戦ではやはり優勝は渡辺忠義氏（W)、グロス：76、ネット：72.8という見事なスコアーであった。　　個人戦ではやはり優勝は渡辺忠義氏（W)、グロス：76、ネット：72.8という見事なスコアーであった。　　個人戦ではやはり優勝は渡辺忠義氏（W)、グロス：76、ネット：72.8という見事なスコアーであった。　

３位（三田会賞）は山崎　弘氏（K),　１０位（稲門賞）：柏木久雄氏（W),　１３位（稲三会賞）：長谷川３位（三田会賞）は山崎　弘氏（K),　１０位（稲門賞）：柏木久雄氏（W),　１３位（稲三会賞）：長谷川３位（三田会賞）は山崎　弘氏（K),　１０位（稲門賞）：柏木久雄氏（W),　１３位（稲三会賞）：長谷川３位（三田会賞）は山崎　弘氏（K),　１０位（稲門賞）：柏木久雄氏（W),　１３位（稲三会賞）：長谷川

豊明氏（W)であった。豊明氏（W)であった。豊明氏（W)であった。豊明氏（W)であった。

　稲門会から三田会へ参加者の増員をし、ほぼバランスした人数での競技をしたい旨お願いをした。　稲門会から三田会へ参加者の増員をし、ほぼバランスした人数での競技をしたい旨お願いをした。　稲門会から三田会へ参加者の増員をし、ほぼバランスした人数での競技をしたい旨お願いをした。　稲門会から三田会へ参加者の増員をし、ほぼバランスした人数での競技をしたい旨お願いをした。

次回の秋のコンペは『１０月１２日（水）、本厚木カンツリークラブの予定。次回の秋のコンペは『１０月１２日（水）、本厚木カンツリークラブの予定。次回の秋のコンペは『１０月１２日（水）、本厚木カンツリークラブの予定。次回の秋のコンペは『１０月１２日（水）、本厚木カンツリークラブの予定。

（S37理工　鈴木　清一）（S37理工　鈴木　清一）（S37理工　鈴木　清一）（S37理工　鈴木　清一）



おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　おこなわれた。　厚木稲門会：１５名、慶応厚木三田会：４名、計１９名の参加で５組での競技となった。　


